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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年6月7日(2018.6.7)

【公表番号】特表2018-510684(P2018-510684A)
【公表日】平成30年4月19日(2018.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2018-015
【出願番号】特願2017-545634(P2017-545634)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  10/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   10/02     １１０Ｚ
   Ａ６１Ｂ   10/02     １１０Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月4日(2018.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織生検装置であって、
　使用者に把持されるように構成されたハンドルと、
　前記ハンドルに動作可能に連結された針アセンブリであって、組織サンプルを切断する
ように構成される、前記針アセンブリと、
　前記ハンドル及び針アセンブリに動作可能に連結された起動アセンブリであって、
　　付勢部材、
　　前記起動アセンブリが起動されたときに、前記付勢部材によって変位されるように構
成される、第１のハブ部材、
　　前記針アセンブリに連結された第２のハブ部材であって、前記第１のハブ部材が前記
第２のハブ部材に衝突したときに、前記第１のハブ部材が前記針アセンブリの少なくとも
一部分を変位させるように構成される、前記第２のハブ部材、
　　及び前記ハンドルに対して前記第２のハブ部材の運動を止めるために、前記第２のハ
ブ部材の運動エネルギーの一部分を吸収するように構成された、緩衝部材（dampening me
mber）を備える、起動アセンブリと、を備える、生検装置。
【請求項２】
　前記第１のハブ部材が、前記第２のハブ部材に衝突する前に、ある距離にわたって変位
される、請求項１に記載の生検装置。
【請求項３】
　前記付勢部材が、前記装置が起動されたときに、前記第２のハブ部材に直接力を及ぼさ
ない、請求項１又は２に記載の生検装置。
【請求項４】
　前記装置が起動されたときに、前記第１のハブ部材に関連する運動エネルギーが前記第
２のハブ部材に伝達されて前記第２のハブ部材を加速させる、請求項１～３のいずれか一
項に記載の生検装置。
【請求項５】
　前記針アセンブリが、前記第１のハブ部材に連結された第１の中空カニューレ及び前記
第２のハブ部材に連結された第２の中空カニューレを備え、前記第１の中空カニューレが
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、組織サンプルの遠位端を切断するように構成され、前記第２の中空カニューレが、組織
サンプルの長手方向部分を切断するように構成される、請求項１～４のいずれか一項に記
載の生検装置。
【請求項６】
　前記第１の中空カニューレが、螺旋状の切れ目を更に備え、前記螺旋状の切れ目が、前
記ハンドルに対する前記第１の中空カニューレの相対的変位に反応して長手方向に圧縮す
るように構成される、請求項５に記載の生検装置。
【請求項７】
　前記螺旋状の切れ目の前記圧縮が、前記第１の中空カニューレの中心軸を中心として１
つ以上の切開要素を回転させるように構成される、請求項６に記載の生検装置。
【請求項８】
　前記ハンドルに動作可能に連結された調節可能な停止部材を更に備え、前記調節可能な
停止部が、前記第２のハブ部材の移動長さを変化させるために、連続範囲にわたって調節
可能である、請求項５～７のいずれか一項に記載の生検装置。
【請求項９】
　前記調節可能な停止部材が、長手方向の変位なく回転されるように構成された第１の部
分と、前記第１の部分を回転させるときに長手方向に変位されるように構成された第２の
部分と、を備える、請求項８に記載の生検装置。
【請求項１０】
　前記第１のハブ部材及び前記第２のハブ部材が、前記生検装置の動作中取り外し可能に
連結されている、請求項８又は９に記載の生検装置。
【請求項１１】
　前記第１のハブ部材及び前記第２のハブ部材が、前記生検装置の動作中、前記装置が起
動されたときに、前記第１のハブ部材が前記第２のハブ部材より長い距離にわたって移動
するように分離する、請求項１０に記載の生検装置。
【請求項１２】
　前記調節可能な停止部材と前記第２のハブ部材との間の接触により、前記第１のハブ部
材と前記第２のハブ部材とが分離する、請求項１１に記載の生検装置。
【請求項１３】
　前記緩衝部材が、前記調節可能な停止部材との相互作用により、前記ハンドルに対する
前記第２のハブ部材の前記運動を止めるとき、前記緩衝部材が前記第２のハブ部材に関連
する前記エネルギーの一部分を吸収するように、前記第２のハブと前記調節可能な停止部
材との間に配置される、請求項８～１２のいずれか一項に記載の生検装置。
【請求項１４】
　前記緩衝部材が、弾性材料を備える、請求項１～１３のいずれか一項に記載の生検装置
。
【請求項１５】
　前記緩衝部材が、前記生検装置の動作に関連する騒音を減少させる、請求項１～１４の
いずれか一項に記載の生検装置。
【請求項１６】
　前記緩衝部材が、前記生検装置の動作中、触覚フィードバックを減少させる、請求項１
～１５のいずれか一項に記載の生検装置。
【請求項１７】
　起動アセンブリ入力部を更に備え、前記入力部が、前記起動アセンブリをトリガするた
めに前記起動アセンブリに動作可能に連結され、前記入力部が、前記ハンドルも把持して
いる使用者の手で操作されるために構成されるように配置される、請求項１～１６のいず
れか一項に記載の生検装置。
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